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論文審査の要旨（400字以内） 

 

本研究では，不整脈を持たない患者において術中の超短時間作用型β遮断薬投

与が術後の交感神経機能に影響を与えるか否かを検討した。術前後の心電図 R-R

間隔の解析から低周波数帯/高周波数帯パワー比（以下 LF/HF比）を用いて検討し

た。待機的腹腔鏡下腎摘出術患者 20名に対して全静脈麻酔下に術中短時間作

用型β遮断薬ランジオロールを漸増的に投与した。術前後にホルター心電図を装

着しそのデータより、LF/HF比を算出し比較した。術後ランジオロール投与群 1.84

±0.79ではコントロール群 2.68±1.66 と比較して有意に LF/HF比は低値を示し

た。今回の結果，ランジオロールの術中投与は薬理学的効果がすでに消失してい

る時相にも係わらず，術後の交感神経抑制作用があると考えられた。 

 本要旨は当該論文が第二次審査に合格した後の 1 週間以内に医学部学務課

へご提出下さい。（本学学会雑誌に公表）[学校教育法学位規則第 8条] 
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